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I. はじめに 

1. 本マニュアルについて 

本マニュアルでは、設計数量管理機能を用いた数量集計表の作成について説明します。 
また、使用するサンプルデータ等については下記になります。 
・ 実行用データ（Mst.zip） 

工事工種体系等のマスターデータです。 
・ 測点情報入力済みデータ（拡張子「.001」、「.NPES」） 

全細別の測点情報が入力されたデータです。 
測点情報の入力イメージを確認できます。 

・ 鋼橋上部工-土木工事数量算出要領数量集計表形式（拡張子「.XML」） 
CAD等から出力され、「設計数量管理機能アプリ」に読み込ませる XML ファイルです。 
「土木工事数量算出要領数量集計表形式 XML」の読み込み機能を確認できます。 
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II. 数量集計表データの作成 

1. システムを起動させる 

1. 設計数量管理機能プログラムのアイコンをダブルクリックします。 
設計数量管理機能が起動し、[土木工事次期積算システム]ウィンドウが表示されます。 
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2. 入力必須情報を入力する 

1. ツールバーの[新規]ボタンをクリックします。 
[当初設計書作成]ウィンドウが表示されます。 

 
2. 「工事名」を入力します。 

 
3. 「単価適用年月」を設定します。 

初期値はシステムを起動しているパソコンの年月を表示しております。 
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4. 「歩掛適用年月」を設定します。 
初期値はシステムを起動しているパソコンの年月を表示しております。 

 
5. 「施工県」を入力します。 
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6. 「施工地区」を入力します。 

 
7. [事業区分・工事区分指定]ボタンをクリックします。 

[事業区分・工事区分の選択]ウィンドウが表示されます。 
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8. 「事業区分」から、工事内容に適した区分を選択します。 

 
9. 「工事区分」から、工事内容に適した区分を選択します。 

 
10. [OK]ボタンをクリックします。 

[事業区分・工事区分の選択]ウィンドウが閉じます。 

 
11. [作成]ボタンをクリックします。 

[当初設計書作成]ウィンドウが閉じ、[土木工事次期積算システム]ウィンドウに[工事工種体系]画面
および[設計内訳書]画面が表示されます。 
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3. 体系を選択する 

1. 体系ツリーをクリックし、該当の体系を計上します。 

 
2. [設計内訳書]画面に計上した体系が反映されます。 
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4. 積算条件を入力する 

Ｑ条件の入力 
1. Q条件を設定したい細別をクリックします。 

 
2. ツールバーの[条件]ボタンをクリックします。 

[入力の選択]ウィンドウが表示されます。 

 
3. [条件入力]ボタンをクリックします。 

[Q条件入力]ウィンドウが表示されます。
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4. 施工条件に合わせて細別条件の入力を行います。 

 
5. [確定]ボタンをクリックします。 

[Q条件入力]ウィンドウが閉じ、[設計単価表構成]ウィンドウが表示されます。 
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J条件の入力 
1. [単価表]画面で J条件を設定する歩掛をクリックします。 

 
2. ツールバーの[条件]ボタンをクリックします。 

[J条件入力]ウィンドウが開きます。 

 
3. 施工条件に合わせて、歩掛条件の入力を行います。 
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4. [確定]ボタンをクリックします。 
[J条件入力]ウィンドウが閉じます。 
1次単価表画面の「名称・規格」列に、入力した条件が反映されます。 
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5. 細別数量を入力する 

細別数量の入力には、下記の４パターンがあります。 
① 細別数量の直接入力 

細別数量を直接入力します。 
② 数量内訳表形式の入力 

数量内訳表形式で入力した合計数量が細別数量に反映されます。 
③ 外部ファイルによる入力 

数量内訳表形式で外部ファイル（CSV形式、Excel形式）の「取り込み」又は「コピー＆貼り付
け」により入力した合計数量が細別数量に反映されます。 

④ 施工箇所（ブロック名称、構造物名称）単位の細別数量入力 
施工箇所（ブロック名称、構造物名称）単位で入力した数量が細別数量に反映されます。 

 

共通操作 
1. [数量集計表]タブをクリックします。 
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① 細別数量の直接入力 
1. 細別数量を変更したい細別の「数量」セルをダブルクリックします。 

 
2. 数量を入力し、[enter]キーを入力します。 
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②数量内訳表形式の入力 

調書様式の場合 

1. 数量内訳書表形式（調書様式）で入力したい細別をクリックします。 

 
2. メニューバーの[表示 ‒ 数量内訳表を表示]をクリックします。 

[数量内訳表]ウィンドウが表示されます。 
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3. [測点]列のセルをダブルクリックし、測点情報を入力します。 

 
4.  [横断位置]列のセルをダブルクリックし、横断位置を入力します。 

 
5.  [施工箇所]列のセルをダブルクリックし、施工箇所を入力します。 
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6. [数量]セルをダブルクリックし、数量を入力します。 

 
7. 手順 4～6を繰り返し、測点情報等を入力します。 

各測点の合計数量が合計行に表示されます。 

 
8. メニューバーの[ファイル ‒ 閉じる]をクリックします。 

[数量内訳表]ウィンドウが閉じます。 
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9. [数量集計表]ウィンドウが表示され、手順 7の合計数量が細別数量に反映されます。 

 
 

幅/面積様式の場合 

1. 数量内訳書表形式（幅/面積様式）で入力したい細別をクリックします。 
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2. メニューバーの[表示 ‒ 数量内訳表を表示]をクリックします。 
[数量内訳表]ウィンドウが表示されます。 

  
3. [幅/面積]タブをクリックします。 
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4. [測点]列のセルをクリックし、測点情報を入力します。 

 
5.  [区間長]列のセルをクリックし、区間長を入力します。 

 
6.  [幅／面積]列のセルをクリックし、幅／面積を入力します。 
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7. [横断位置]列のセルをクリックし、横断位置を入力します 

 
8. [施工箇所]列のセルをクリックし、施工箇所を入力します。 

 
9. 手順 4～8を繰り返し、測点情報等を入力します。 

数量は前測点との平均断面法により自動算出され、各測点の合計数量が合計行に表示されます。 
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10. メニューバーの[ファイル ‒ 閉じる]をクリックします。 
[数量内訳表]ウィンドウが閉じます。 

 
11. [数量集計表]ウィンドウが表示され、手順 9の合計数量が細別数量に反映されます。 
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③外部ファイルによる入力 

外部ファイルの取り込み 

1. 数量内訳書表形式で入力したい細別をクリックします。 

 
2. ツールバーの[表示 ‒ 数量内訳表を表示]をクリックします。 

[数量内訳表]ウィンドウが表示されます。 
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3. ツールバーの[ファイル ‒ 外部ファイルの取り込み]をクリックします。 
[開く]ウィンドウが表示されます。 

 
4. 取り込みたいファイル(①)を選択し、[開く]ボタン(②)をクリックします。 

[外部ファイル取込み]ウィンドウが表示されます。 

 

5. 「取り込みシート名」を選択します。 
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6. 「取り込みデータ段落」を選択します。 

 

7. 数量内訳表に反映させるデータを選択します。 
0行目のセルをクリックし、数量内訳表に反映させたい数量内訳表の項目を選択します。 
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8. 数量内訳表に反映させないデータを選択します。 
0行目のセルをクリックし、「取込なし」を選択します。 

 

9. 不要な行を削除します。 
取り込みに不要な行(①)を選択し、[行削除]ボタン(②)をクリックします。 
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10. [確定]ボタンをクリックし、取り込みを行います。 

 

11. [外部ファイル取込み]ウィンドウで選択した内容が数量内訳表に反映されます。 

 
12. メニューバーの[ファイル ‒ 閉じる]をクリックします。 

[数量内訳表]ウィンドウが閉じます。 
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13. [数量集計表]ウィンドウが表示され、手順 11の合計数量が細別数量に反映されます。 

 
 

外部ファイルのコピー＆貼り付け 

1. 数量内訳書表形式で入力したい細別をクリックします。 
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2. ツールバーの[表示 ‒ 数量内訳表を表示]をクリックします。 
[数量内訳表]ウィンドウが表示されます。 

  
 

3. エクスプローラーから、数量内訳表にデータをコピーしたい外部ファイルを開きます。 
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4. 外部ファイル上で貼り付けたいデータをコピーします。 

 
5. [数量内訳表]ウィンドウで貼り付け先のセルを選択します。

 
6. ツールバーから[貼り付け]ボタンをクリックします。

 
 



30 
 

7. コピーしたデータが反映されます。 

 
 

⑤ 施工箇所（ブロック名称、構造物名称）単位の細別数量入力 
1. 施工箇所（ブロック名称、構造物名称）単位で入力したいレベル３種別をクリックします。 
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2. メニューバーの[表示 ‒ 集計表を開く]をクリックします。 
[数量集計表]ウィンドウが表示されます。 

  
3. [内訳数量(工区/施工箇所/設計数量)]列をダブルクリックします。 

[施工箇所]ウィンドウが表示されます。 
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4. 施工箇所を入力します。 
「施工箇所名称」(①)を入力し、[登録]ボタン(②)をクリックします。 

 
5. 「施工箇所名称一覧」から施工箇所を選択(①)し、[選択](②)ボタンをクリックします。 

 

6. 施工箇所ごとの数量を入力します。 
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7. 手順 3～6を繰り返し、施工箇所毎の数量を入力します。 

 
8. 施工箇所毎の細別の合計数量が「数量」セルに反映されます。 

 
9. メニューバーの[ファイル ‒ 閉じる]をクリックします。 

[数量集計表]ウィンドウが閉じます。 
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10.  [数量集計表]ウィンドウが表示され、手順 8の合計数量が細別数量に反映されます。 
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III. 土木工事数量算出要領集計表形式 XMLの読み込み 

1. システムを起動させる 

1. 設計数量管理機能プログラムのアイコンをダブルクリックします。 
設計数量管理機能が起動し、[土木工事次期積算システム]ウィンドウが表示されます。 
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2. 入力必須情報を入力する 

1. ツールバーの[新規]ボタンをクリックします。 
[当初設計書作成]ウィンドウが表示されます。 

 
2. 「工事名」を入力します。 

 
3. 「単価適用年月」を設定します。 

初期値はシステムを起動しているパソコンの年月を表示しております。 
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4. 「歩掛適用年月」を設定します。 
初期値はシステムを起動しているパソコンの年月を表示しております。 

 
5. 「施工県」を入力します。 
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6. 「施工地区」を入力します。 

 
7. [事業区分・工事区分指定]ボタンをクリックします。 

[事業区分・工事区分の選択]ウィンドウが表示されます。 
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8. 「事業区分」から、工事内容に適した区分を選択します。 
ここでは、読み込みを行う「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」に定義されている事業区分
を選択します。 
「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」に定義されている事業区分と異なる事業区分を選択し
た場合、取込み時にエラーメッセージが表示され、取り込むことができません。 

 
9. 「工事区分」から、工事内容に適した区分を選択します。 

ここでは、読み込みを行う「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」に定義されている工事区分
を選択します。 
「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」に定義されている工事区分と異なる工事区分を選択し
た場合、取込み時にエラーメッセージが表示され、取り込むことができません。 

 
10. [OK]ボタンをクリックします。 

[事業区分・工事区分の選択]ウィンドウが閉じます。 
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11. [作成]ボタンをクリックします。 
[当初設計書作成]ウィンドウが閉じ、[土木工事次期積算システム]ウィンドウに[工事工種体系]画面
および[設計内訳書]画面が表示されます。 
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3. 土木工事数量算出要領集計表形式 XML を読み込む 

1. メニューバーの[設計書 ‒ 土木工事数量算出要領集計表形式 XML の読み込み]をクリックします。 
[開く]ウィンドウが表示されます。 

 
2. 任意の「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」を選択します。 

ここでは「鋼橋上部工-土木工事数量算出要領数量集計表形式.XML」を選択してください。 
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3. [開く]ボタンをクリックします。 

 
4. 手順 2で選択した「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」の読み込みを行い、[工事工種体系・

設計書内訳書]画面が表示されます。 
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5. 手順１～３を繰り返すことにより、複数の「土木工事数量算出要領集計表形式 XML」をひとつの
数量集計表データに統合することができます。 
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IV. 数量集計表データの保存 

1. 数量集計表データを保存する 

1. ツールバーの[名前を付けて保存]ボタンをクリックします。 

 

2. 「ファイル名」に任意のファイル名を入力します。 

   
3. [保存]ボタンをクリックします。 

[名前を付けて保存]ウィンドウが閉じ、作成した数量集計表データが保存されます。 
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V. 改訂履歴 
改訂年月日 改訂概要 
2025/3/21 初版発行 
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